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食べることは、命を支える大切なことです。

からだの健康を保ち、おいしく食べるには「歯」は欠くことのできないものです。
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しっかり噛むことで、唾液の分泌も促され、胃や腸での食べ物の消化・吸収もよくなります。

２０本以上の歯があれば、ほとんどの食べ物を噛みくだくことができ、
味を楽しみながら食べることができます。

「８０２０」―８０歳になっても自分の歯を２０本以上保つことは、
健康で長生きするための大切な目標といえるのです。
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三沢市では、平成１２年度から三沢市内の小中学校の児童生徒の希望者に対し、フッ素洗口を行っています。

昨年度は、市内の小中学校に通っている約９７．９％の児童生徒がフッ素洗口を希望しています。

その成果として、上北地方学校保健会の「よい歯の児童審査会」で、毎年市内の小学校が入賞しています。
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永久歯のむし歯予防を目的に、一定の濃度のミラノール顆粒を含む溶液で１分間ブクブク
うがいをする方法です。

　
　　
三沢市では週１回フッ素洗口を行っています。
週１回法では、０．２％の濃度のミラノール顆粒溶液を用い、１０ｍｌの
フッ素液を１分間口に含み、歯にいきわたらせた後、はき出します。
洗口後は、フッ素洗口の効果を低下させないため、３０分間
飲食物を取らないようにしています。

　　　　


フッ素洗口は、正しい方法で実施すれば健康被害が発生することはありません。
例えば、学校でフッ素洗口を実施した際に誤って洗口液を１回分全部飲み込んだとしても問題はありません。
また、フッ素洗口を長期間継続することにより、フッ素が体に蓄積して害を起こすということもありません。
それは、フッ素洗口で口の中に残るフッ素の量は１回平均約０．１～０．２㎎であり、お茶１～２杯に含まれるフッ素量と同量にあたり、極めて微量だからです。
実際、私たちは飲食物からも毎日フッ素を摂取していますが、そのフッ素量とフッ素洗口によって摂取するフッ素量を合わせても、毎日摂取するのが望ましいとされている適正摂取量にも満たないのが現状です。

　　


学校でのフッ素洗口だけで安心してはいけません！

　日頃からおやつは甘いものだけではなく、おせんべいなどの

固いものを食べて噛む習慣をつけたり、朝・昼・晩の食事の後に

ちゃんと歯磨きをするなど、家庭でも基礎的なことを心がけてこそ、
むし歯の予防効果は持続されるのです。
三沢市では、平成12年度から「お口の健康から、からだの健康へ」を
目指してフッ素洗口事業を開始し、今年度で2２年目を迎え、12歳児平均むし歯の本数（永久歯）が県内１少ない市町村です。
フッ素洗口実施におけるむし歯予防効果の成果報告を以下のとおりまとめましたので、是非ご一読ください。

１　フッ素洗口について
フッ素洗口は永久歯が生え始めた直後から効果があるといわれ、保育所(園)、幼稚園から小学校、中学校と継続していくことが重要であり、厚生労働省のフッ化物洗口ガイドラインにおいても、4 歳児から14 歳児までの期間に実施することがう蝕予防対策として最も大きな効果をもたらすとされています。

２　対象と方法
三沢市教育委員会では、平成12年度から市内小・中学生の希望者を対象にフッ素洗口を開始し、２２年間にわたり継続・実施しています。また、市内保育所(園)、幼稚園においても、平成1４年度から希望者を対象にフッ素洗口事業が行われているところです。
フッ素洗口方法は、三沢市歯科医師会の指導のもと学校薬剤師が調剤した「ミラノール顆粒」を用い、週1回実施しています。
３　結果及び考察
本事業の評価を行うため、三沢市教育委員会では平成12年度から市内小・中学生の現在歯数・むし歯数等のデータを集計し、歯の状態調べを行っています。

それによると、１２歳児の永久歯の虫歯の本数は、平成12年度には国が2．61本、三沢市が2．70本でしたが、令和２年度には国が０．６８本、三沢市が０．３６本となり、国の平均を下回る値を示しています。
以上のことから、三沢市において実施しているフッ素洗口は、むし歯予防の効果として確実に効果が出ていることが確認されたところです。
４　おわりに
国の実施する学校保健統計調査においても、年々むし歯は減少傾向にあり、文部科学省の見解では「歯磨き指導の浸透や、甘いお菓子を控えるなどの食生活の変化が背景にある」と発表しております。

しかし、国のむし歯は減少傾向にあるものの三沢市の減少傾向は著しく、これはフッ素洗口によりむし歯予防効果が発揮され、むし歯の減少に寄与したと考えられます。

今後においても、「お口の健康から、からだの健康へ」を目指し、フッ素洗口事業を継続し、子どもの歯の健康推進を図る必要があると考えます。
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フッ素洗口って…何？
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